
 
 
 
 
 
 
１ 意見募集結果 

（１）実施時期    令和４年４月２８日（木）から令和４年５月１９日（木）まで 

（２）意見提出状況 

  ① 提出者       ４名 

  ② 提出意見数     ９件 

  ③ 提出方法 

   ア ファクシミリ  １件 

   イ 電子メール   ３件 

  ④ 提出された意見の内訳 

   ア 収集運搬時の安全性確保に関する意見  ４件 

   イ 期間内での確実な処理に関する意見   １件 

   ウ 地域の理解に関する意見        １件 

   エ 計画全般についての意見        ３件 

 

２ 提出された意見の概要及びこれに対する市の考え方 

【意見の内容】 

 １ 計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 

 ２ 計画の今後の進め方等に対する考えを述べた意見 

 ３ 計画の内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

 ４ その他の意見 

【意見の反映結果】 

① 計画に掲載済 

② 計画の追加・修正あり 

③ 計画の追加・修正なし 

④ その他 

 

（１）収集運搬時の安全性確保に関する意見（４件） 

№ 意見の概要 分類 市の考え方 結果 

１ 

広域になるほど収集運搬時の危

険が増す。長距離運転に伴い、疲労

する運転者への配慮等の対応につ

いて、収集運搬業者への研修を徹底

してほしい。 

２ 

市は、収集運搬時の安全性を確

保するため、収集運搬業者への立

入検査を定期的に行って、必要な

指導等を行っています。また、Ｊ

ＥＳＣＯは、同社に搬入する収集

運搬業者に対し、「個々のドライバ

ーが日本産業廃棄物処理振興セン

ターの収集運搬作業従事者講習会

を修了した安全管理責任者等によ

る教育を受けること」を義務付け

ており、さらに、収集運搬業者に

対する研修を実施しています。 

① 

「北九州市ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理計画（改訂案）」に対する 

市⺠意⾒募集（パブリックコメント）結果 



№ 意見の概要 分類 市の考え方 結果 

２ 

道路上の事故だけでなく地震な

ど災害もあり得る。収集運搬経路の

安全対策を徹底することも大切で

ある。 

２ 

市は、収集運搬経路の安全確保

に万全を期すため、従来から若戸

大橋・若戸トンネルの維持管理、

若戸大橋の長期保全に必要な改修

工事、臨港道路響灘１号・２号道

路における舗装補修といった維持

補修等事業を計画的に実施してい

ます。 

ご指摘の箇所については、現状

を確認のうえ、対応を検討してま

いります。 

① 

３ 

収集運搬経路について、橋梁補修

や舗装補修など順次行われている

が、臨港道路響灘２号道路の一部区

間において、路面補修が未済なとこ

ろや、中央線等の路面標示がほとん

ど消えているところがある。 

４ 

安全な輸送路を維持・確保するた

め、国から財源措置があることにな

っているが、保証金を市に預ける方

式を取るよう求める。 ２ 

安全な輸送路を維持・確保する

ための国から財源措置は、毎年度、

必要な額を市から国に国庫補助金

として申請し、審査を経て、交付

されるもので、これまでも確実に

行われています。 

③ 

（２）期間内での確実な処理に関する意見（１件） 

№ 意見の概要 分類 市の考え方 結果 

１ 

期間内で処理が終わらないと判

明した場合、市が拒否する可能性が

高いことを前提に６か月前までに

今回の条件以上の条件で申し出を

することを条件として加えること

を求める。ただし、費用については

物価スライドを考慮し、その上でそ

の３割増とすることを求める。 

２ 

市は、「令和６年度以降の北九州

事業所の操業は行わないこと（令

和５年度末までに北九州事業所の

操業を終了すること）」、「万一の不

測事態に備え、令和６年度以降の

北九州事業所以外での対策をあら

かじめ検討しておくこと」を受入

条件として提示し、国はそれを承

諾しています。このため、万一、

期間内で処理が終わらないことに

なったとしても、国からの再々延

長の申し出はありません。 

③ 

 

 

 

 

 



（３）地域の理解に関する意見（１件） 

№ 意見の概要 分類 市の考え方 結果 

１ 

新型コロナウイルスの感染対策

により、監視会議を会場で傍聴でき

ず、処理の進捗状況が地元住民に伝

わらなくなっている。市政だよりの

活用も考えてほしい。 

２ 

市は、処理の進捗状況や環境モ

ニタリング結果等の情報を、監視

会議で報告し、若松区明治町銀天

街の「北九州市環境・コミュニテ

ィセンター」や、若松区で全戸回

覧している「ＰＣＢ処理だより」、

市ホームページを活用して、情報

発信しています。 

本市情報を幅広く掲載する市政

だよりで、同程度の情報を提供す

ることは、紙面スペースの関係上、

難しいと考えますが、今後とも、

情報発信の内容や頻度の充実な

ど、きめ細かい周知・情報公開に

努めてまいります。 

① 

（４）計画全般に関する意見（３件） 

№ 意見の概要 分類 本市の考え方 結果 

１ 

 北九州市は国内でも有数の優れ

た工業技術を持つ都市であり、この

地でＰＣＢ処理施設が国により設

置されたことは、市民として誇りに

思う。今までの処理実績をみても、

重要な事故や環境汚染は発生して

おらず、むしろ技術の蓄積がなされ

たと思う。これは、北九州市の大事

な技術の蓄積であり、日本のみなら

ず、地球の環境を改善・維持してい

くためにも、その技術を広く活用す

べきと考え、次のステップに昇華す

ることを希望する。 

１ 

市は、受入条件として、「本市の

技術、人材、ノウハウ、仕組み等

を国として積極的に評価し、他地

域への水平展開を図るとともに、

世界の有害物質のリスク管理にも

貢献する仕組みを構築すること」

も国に求めています。今後とも、

ＰＣＢ廃棄物の安全かつ期間内で

の確実な処理をはじめ、本市の技

術やノウハウ等を全国に広げる活

動に取り組んでまいります。 

③ 

２ 

 次世代への深刻な被害が懸念さ

れるＰＣＢ汚染に対し、広域的な資

源循環拠点として先導的な役割を

果たすという、市の方針に一市民と

して賛成する。 
１ 

地球環境問題であるＰＣＢ廃棄

物の処理に関して、ＳＤＧｓ未来

都市である本市が処理完遂の役割

を担うことは、次の世代に良好な

環境を引き継いでいくためにも、

大変意義深いことと捉えていま

す。 

③ 

３ 
 施設の操業開始以来、現在までＰ

ＣＢ処理施設への処理物の搬入や



処理操業によって、一若松区民とし

て何らの悪影響を受けたことがな

い。今回の操業延長に関して、市民

への説明や市議会での議論などに

より、十分な説明、意見集約を尽く

された結果による判断であり、賛成

する。 

また、今回、国が承諾した受入

条件は、市民・議会から寄せられ

た意見・想いを取りまとめたもの

であるため、確実に履行していく

ことを国に求めてまいります。 

今後とも、市としては、市民の

安全・安心と理解が得られるよう、

ＰＣＢ廃棄物の安全かつ期間内で

の確実な処理に最善を尽くしてま

いります。 

注）意見は一部要約又は分割して掲載しています。 


